大阪

　こんにちは、という言葉を、大阪の人々は「こんにちは」ではなく「もうかりまっか」と言います。（文字通り「お金は儲かっていますか」）　大阪は相変わらず商人の町です。　港町の人々はお金持ちで、多くの運河は商品の輸送に好都合であり、１６世紀には日本の貿易の発祥地かつ中心地となりました。　当時は「国の台所」という異名がありました。
もてなしの慣習があり、才気あふれる方言（大阪弁）の音は非常に魅力的です。　外向的で積極果敢な快楽主義者である大阪の人々は、おもしろい料理や外出を好みます。　夜の楽しい商売である「水商売」では、ネオンの渦やパチンコやカラオケ店のざわめき、露店商人の車や酒場、ホステスさんのいるクラブ、そしてストレス解消のためのもう１つのはけ口となる「メイド喫茶」が揃います。　というのは、日本の第二の巨大都市で、ストレスを引き起こす都市でもあるのです。　地下道のデパートではものすごく都会風のトリュフがあり、そして未来志向の塔が立ち並んでいます。　日本の伝統の窓である京都や奈良とは反対に、大阪はむしろ現代の最新の傾向を取り入れたあわただしいショーウインドーがあります。
